豊栄病院患者総合支援センター　いするぎ通信　平成２９年１０月

日が短くなりました。急に寒くなりました。風邪などひかれないように。インフルのワクチンはどうする？

今月も、いするぎ通信をお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成２９年１１月１４日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

内容：　国立長寿医療研究センターの

「私の医療に対する希望（終末期になったとき）」

について考える
共催：豊栄病院、MSD株式会社
今年最後の臨床検討会で今年のまとめとなります。DNAR指示を考えたらいろんな問題が分かってきました。DNARの意向を聞くためには終末期の治療についても聞かないのはおかしいということに気づきました。老人施設では入所時に急変時の対応の希望を聞いています。しかし、本人が安定していると聞きにくい状況があります。認知症で食べなくなった高齢者が入院してきますが、栄養補給の希望を自分で表明していることはほとんどありません。北区も高齢多死社会になっています。終末期の医療処置の希望を、判断力があるうちに、自分で決めておくことは、本人にとっても、家族にとっても、有益なことと考えられます。一方で、住民に事前指示書を送った京都市には色んな批判が上がりました。エンディングノートは流行ですが、最期の医療処置の希望表明をすすめることは未だ一般のコンセンサスを得られていないようです。そこで、国立長寿研究センターが自院に通院する患者に対して行っている終末医療の表明を基にして、事前指示書をどのように説明していくべきかを、みんなで考える会を企画しました。是非、あなたの意見を教えて下さい。終末期の医療処置の希望表明を、患者総合支援センターとしてどのように対応していくかもお話しする予定です。軽食の準備のため参加希望の方は天木まで連絡をお願いいたします（患者総合支援センター長　柄澤良）。
●えむえすだぶりゅー日誌： 
初任地でのとても印象深い方を書かせていただきます。45歳、男性、O・Kさん。妻と男の子3人世帯。深夜頭痛を訴え、歩いてタクシーを使い来院されました。MRIの検査待ちの時間に具合が悪くなり、診断の結果「くも膜下出血」。一命は取り留めましたが、自力で動くことや会話、食事などは全くできない状態となってしまいました。お子さんは上が中学生、下二人はまだ小学生でした。奥さんは家で内職をしていました。家は市営住宅で１階は6畳一間で本人さんが改築して付け足した物置にしていたプレハブ、２階に２部屋ありましたがとても急な階段でした。ベッドを置いたら、食事をする場所の確保やみながくつろぐ場所の確保も困難な状態でした。今後ご自宅は難しいのではと思っていましたが、奥様は実父の反対を押し切り父親のいる生活が大切と在宅介護を選択されました。身障手帳や障害サービス、経済面の保障などの諸手続きを全て整え、ご自宅へ帰られました。退院後しばらくしてご自宅へ訪問すると子供たちの友達がおおぜい遊びにきており、お父さんのベッドの上で遊んだりとても賑やかで、生活の中で一緒に楽しい時間を過ごしているO・Kさんの姿がありました。O・Kさん、そしてご家族から私は多くのことを学ばせていただき、今もこの仕事を続けていると思います。そしてO・Kさんが発症した40代を迎え、なお思いだし考える今日この頃です。
●ほーかん日誌： 今回お休みです。
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編集：１４日病院祭で石動座は事前指示書をテーマにした劇「友蔵終活する」をやります。副院長柄澤良
豊栄病院　福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

